
　
台
風
第
12
号
に
伴
う
豪
雨

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
9
月
2
日
か
ら
29
日
ま
で

開
か
れ
た
9
月
議
会
（
第
3

回
定
例
会
）
で
は
、
8
月
8

日
の
記
録
的
な
大
雨
で
被
害
を

受
け
た
吉
田
地
域
な
ど
の
災
害

復
旧
費
と
し
て
2
億
7
、

2
0
0
万
円
な
ど
23
億
5
、

1
9
7
万
円
の一般
会
計
補
正

予
算
と
さ
ら
に
台
風
12
号
関

連
の
災
害
復
旧
費
4
億
3
、

7
0
0
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
台
風
12
号
で
は
1
人
が

亡
く
な
り
、
4
人
が
軽
傷
。
住

宅
被
害
は
半
壊
2
棟
、一部
損

壊
3
棟
、
床
上
浸
水
13
棟
、

床
下
浸
水
19
棟
な
ど
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。

　
台
風
被
害
へ
の
対
応
な
ど
代

表
質
疑
や
個
人
質
疑
で
も
多
く

の
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た

が
、
党
市
議
は
雨
水
が
溢
れ
る

河
川
や
路
面
排
水
溝
等
に
つ
い

て
、
そ
の
規
格
や
容
量
を
決
め

る
「
降
雨
強
度
」
を
超
え
る

雨
が
降
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
し
ま
し
た
。
昨
年
、

鹿
児
島
県
は
近
年
の
雨
の
降
り

方
を
踏
ま
え
て
「
降
雨
強
度
」

を
改
訂
し
ま
し
た
が
、
気
象
庁

に
よ
る
と
1
時
間
降
水
量
80㎜

以
上
、
3
時
間
降
水
量

1
5
0㎜
以
上
、
24
時
間
降
水

量
3
0
0
㎜
以
上
の
雨
が
１
９

８
０
年
頃
と
比
較
し
て
2
倍
程

度
に
頻
度

が
増
加
し

て
い
ま
す
。

国
土
交
通

省
も
「
気

候
変
動
の

影
響
を
踏

ま
え
た
治
水
計
画
」
を
示
し
て

お
り
、
県
や
市
が
早
急
に
治
水

計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
建
設
局
長
は
「
必
要
に

応
じ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　
第
３
回
定
例
市
議
会
に
、

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
特
別
会
計
に
、

２
０
２
６
年
度
か
ら「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
」
を
徴
収
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
予
算

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
国 

は
、「
少
子
化
や
人
口
減

少
は
、
最
大
の
危
機
で
あ
り
、

２
０
３
０
年
代
に
入
る
ま
で
に

少
子
化
傾
向
を
反
転
で
き
る

か
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
」

と
し
、　
社
会
全
体
で
、
子
ど

も
・
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
た

め
に
、
全
世
代
が
加
入
す
る

医
療
保
険
料
に「
上
乗
せ
」し
て
、

「
子
ど
も・子
育
て
支
援
金
」
を
、

２
０
２
６
年
度
か
ら
徴
収
し
ま

す
。
表
１
が
、
こ
ど
も
家
庭
庁

が
示
す「
支
援
金
」の
試
算
で
す
。

 

党
市
議
の「
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

占
め
る
支
援
金
の
割
合
が
5
・

3
％
で
あ
り
、
被
用
者
保
険
と

比
較
す
る
と
負
担
は
重
く
な
ら

な
い
か
」の
質
問
に
対
し
て「
国

か
ら
具
体
的
な
算
定
方
法
が

示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
負
担

の
大
き
さ
は一概
に
比
較
で
き

な
い
」
と
の
答
弁
が
示
さ
れ
、

算
定
内
容
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

先
に
シ
ス
テ
ム
改
修
だ
け
は
、

市
町
村
に
準
備
さ
せ
る
無
責

任
な
補
正
予
算
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

 

支
援
金
は
、
表
２
の
通
り
、

こ
ど
も
未
来
戦
略
「
加
速
化

プ
ラ
ン
」
施
策
の
約
３
・
６
兆

円
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
内
訳
は
、
１
兆
円

を
支
援
金
で
、
残
り
の
２
・
６

兆
円
を
「
医
療
・
介
護
の
徹

底
し
た
歳
出
改
革
と
、
賃
上

げ
に
よ
る
実
質
的
な
社
会
保
険

表１：子ども・子育て支援金に関する試算（こども家庭庁）

2026年度
見込み額

2027年度
見込み額

2028年度
見込み額

加入者１人
あたり支援金の
医療保険料に
占める割合（％）

加入者１人あたり支援金額（月額）

全制度平均
被用者保険
国民健康保険
後期高齢者医療制度

２５０円
３００円
２５０円
２００円

３５０円
４００円
３００円
２５０円

４５０円
５００円
４００円
３５０円

４.７％
４.５％
５.３％
５.３％

負
担
軽
減
効
果
の
範
囲
内
」

で
確
保
し
、「
実
質
的
な
負
担

が
生
じ
な
い
、
社
会
保
障
負

担
率
を
上
昇
さ
せ
な
い
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
児
童
手
当
の
拡

充
の
た
め
に
、
国
の
負
担
割
合

（
３
歳
未
満
の
被
用
者
世
帯
：

35・6
％
↓
ゼ
ロ
）を
減
ら
し
て
、

国
の
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ

る
一方
、
全
世
代
に
、
支
援
金

と
い
う
新
た
な
国
民
負
担
を

増
や
す
制
度
で
す
。
更
に
、
医

療
や
介
護
の
「
歳
出
改
革
」
つ

ま
り
、
患
者
・
利
用
者
の
負
担

を
増
や
す
制
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
党
市
議
団
は
、
９
月
２９
日

の
最
終
本
会
議
で
、「
支
援
金
」

制
度
は
、
国
民
の
負
担
増
と
社

会
保
障
削
減
が
前
提
と
な
っ
て

大
雨
被
害
対
策
の

予
算
可
決

ー 

降
雨
強
度
の
課
題
も
明
ら
か
に 

ー

2026年度から「子ども・子育て支援金」の徴収が始まる！
～医療保険料に上乗せして徴収！ 新たな国民負担増に～

表２：こども未来戦略「加速化プラン」施策の内容
①児童手当の拡充（所得制限の撤廃・高校生年代まで）
②妊娠・出産時からの支援強化（出産・子育て応援交付金等）
③出産等の経済的負担の軽減（出産育児一時金の引上げ）
④高等教育の負担軽減（給付型奨学金の拡充等）
⑤子育て世帯への住宅支援（公営住宅への優先入居等）

①「こども誰でも通園制度」の創設
②保育所の量の拡大から質の向上へ（保育士配置基準の改善等）
③多様な支援ニーズへの対応（児童扶養手当の拡充等）

①育休を取りやすい職場に（男性育休を当たり前に等）　
②育児期を通じた柔軟な働き方の推進（時短勤務の新たな給付等）

１）若い世代の所得向上に　　むけた取組

２）
全ての

　　こども・子育て世帯を
　　対象とする支援の拡充

３）共働き・共育ての推進

い
る
制
度
で
あ
り
、
子
育
て
予

算
の
財
源
の
確
保
は
、
大
企
業

や
富
裕
層
を
優
遇
す
る
不
公

平
な
税
制
を
正
し
て
確
保
し
、

社
会
保
障
削
減
で
生
み
出
す

１
・
１
兆
円
は
軍
事
費
増
額

分
に
相
当
す
る
た
め
、「
戦
争

へ
の
道
」
に
つ
な
が
る
軍
拡
で

は
な
く
、
子
育
て
支
援
や
暮
し

に
活
用
す
べ
き
と
主
張
し
、
反

対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

表３：第３回定例市議会の各会派の表決態度

第４９号議案　令和７年度鹿児島市国民健康事業特別会計補正予算
第５１号議案　令和７年度鹿児島市後期高齢者医療特別会計補正予算
両議案には、「子ども・子育て支援金」を徴収するためのシステム改修予算、
合計６３５６万６千円が計上されています。

自民党、立憲社民
公明党、市民連合
にじとみどり、
無所属（６名）

日本共産党

他の22件の議案については、全会一致で採択されました。

議 案 と 内 容 賛 成 反 対

鹿児島市議会議員
総務環境委員会
桜島爆発対策特別委員会
決算特別委員会

鹿児島市議会議員
市民文教委員会

鹿児島市議会議員
防災福祉こども委員会
議会運営委員会
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鹿児島県の降雨強度の改定（平成 24 年改定との比較）

3年
5年
10年
50年

H24

120.1
133.1
162.0
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108.1
118.5
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47.7
60.4

H24

33.3
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49.1
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30.0
33.9
38.3
49.8
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▲
「反対討論」
の動画



●
困
っ
た
こ
と
、暮
ら
し
の
こ
と
な
ど 

お
気
軽
に 

生
活
相
談  

日
本
共
産
党
控
室（
市
役
所
西
別
館
３F

） TEL.099-216-1440 　

FA
X
.099-225-5607

　
市
営
住
宅
退
去
時
の
原
状

回
復
費
用
に
つ
い
て
、
令
和

7
年
第
2
回
定
例
会
（
6
月

議
会
）
で
「
他
都
市
を
調
査
し
、

必
要
に
応
じ
て
見
直
す
」
と

の
答
弁
が
な
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
他
都
市
を
独
自
に
調
査
し
、

具
体
化
を
求
め
ま
し
た
。
民

法
で
は
畳
や
ふ
す
ま
、
壁
面

な
ど
の
経
年
劣
化
の
費
用
は

居
住
者
に
求
め
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
異

な
る
「
特
約
」
を
定
め
て
い

る
の
は
本
市
を
含
め

て
31
市
で
約
半
分
、

原
状
回
復
費
用
を
す

べ
て
負
担
し
て
い
る

自
治
体
も
3
市
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
本

市
の
人
口
規
模
と
同

程
度
の
5
市
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
（
表
）。
こ

の
よ
う
な
調
査
結
果
を
元
に
、

見
直
し
の
具
体
化
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
建
設
局
長
か
ら
「
県

内
自
治
体
の
状
況
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
見
直
し
を
検
討
し

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
「
市
営
住
宅
退

去
時
の
原
状
回
復
費
用
の
負

担
軽
減
を
求
め
る
要
望
署
名
」

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
有
料
化
が

始
ま
り
、「
療
育
控
え
」
に
つ

な
が
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
か

ら
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
有

料
化
に
当
た
っ
て
市
民
団
体

か
ら
「
無
料
の
継
続
」
を
求

め
る
署
名
が
２
２
、
４
４
６
筆
、

市
に
提
出
さ
れ
、
市
長
に
直

接
会
っ
て
話
を
し
た
い
と
要

望
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
月

か
ら
有
料
化
が
ス
タ
ー
ト
す

る
現
時
点
で
も
市
長
は
市
民

団
体
と
会
っ
て
い
な
い
こ
と

や
鹿
児
島
市
の
諮
問
機
関
で

あ
る
障
害
者
自
立
支
援
部
会

子
ど
も
部
会
で
は
部
会
長
か

ら
「
部
会
を
軽
視
し
た
審
議

の
進
め
方
に
抗
議
す
る
」
と

の
意
見
と
要
望
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
有
料
化
に
よ

る
「
療
育
控
え
」
に
つ
い
て

市
当
局
は
「
影
響
は
分
か
ら

な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、

市
民
団
体
が
５
月
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

有
料
化
の
対
象
の
方
で
「
利

用
料
が
発
生
す
る
場
合
、
お

子
さ
ん
の
登
園
回
数
を
減
ら

す
ま
た
は
利
用
の
中
止
を
考

え
て
い
ま
す
か
。」
の
問
い
に

「
は
い
」
は
79
件
で
30
・
６
％

と
な
っ
て
お
り
、
有
料
化
に

よ
る
療
育
控
え
が
起
こ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
党
市
議

は
影
響
調
査
を
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
が
、
局
長
は
「
現

時
点
で
調
査
を
行
う
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
党
市
議
団
は
今
後
も

有
料
化
の
撤
回
を
強
く
求
め

ま
す
。

　
８
月
２１
日
の
台
風
１２
号
は
、

市
内
各
地
に
様
々
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
喜
入
一

倉
町
小
田
代
集
落
で
は
、
水

田
の
水
路
や
畦
道
の
崩
壊
、

畑
へ
の
土
砂
流
入
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
地
元
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
党
市
議
に
、

「
こ
れ
ま
で
の
大
雨
で
も
被
害

は
な
か
っ
た
が
、
集
落
の
上

流
の
国
有
林
を
皆
伐
し
た
こ

と
が
原
因
で
は
な
い
か
」
と

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
本
会

議
で
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
伐
し
た
場
所
は
、
鹿
児

島
市
と
国
が
「
分
収
造
林
」

契
約
を
結
ん
で
い
る
場
所
で
、

契
約
が
終
了
し
た
の
で
、
国

が
皆
伐
に
着
手
し
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

皆
伐
す
る
時
期
や
災
害
防
止

対
策
等
に
つ
い
て
、
国
か
ら

鹿
児
島
市
や
地
域
住
民
へ
の

「
説
明
義
務
が
な
い
」
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
「
分
収
造
林
」

契
約
の
地
域
が
、
他
に
も
１４

か
所
、
２
４
１
・
５
ha
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、
党
市
議
が
、

災
害
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
、

住
民
へ
の
事
前
説
明
を
、
国

に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

自治体名
盛岡市
川越市
船橋市 
富山市
姫路市 

〇
 
〇

 
〇

特約 　　　　　　　 独自の負担軽減
生活保護や生活困窮に対する免除
原状回復費用をすべて市が負担
修繕費の上限設定（2DK10万円、3DK20万円）
特になし 
敷金を上限に設定

市
営
住
宅
退
去
時
の

原
状
回
復
費
用
の

負
担
軽
減
を
！

　
党
市
議
は
、
国
立
長
寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
の

「
M
C
I
（
軽
度
認
知
障
害
）

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
中
で
、「
耳

が
聞
こ
え
に
く
い
と
認
知
症

に
な
り
や
す
い
で
す
か
」
の

問
い
に
、「
耳
の
聞
こ
え
に
く

さ
が
あ
る
と
、
認
知
症
を
発

症
す
る
リ
ク
ス
が
高
く
な
る
。

市
の
見
解
は
「
国
の
判
断
に

な
り
ま
す
が
、
事
前
説
明
の

要
望
が
あ
る
こ
と
を
国
に
お

伝
え
し
た
い
」
と
の
答
弁
で

し
た
。

　
そ
の
後
、
党
市
議
は
、
党

国
会
議
員
を
通
じ
て
、
林
野

庁
に
要
請
し
、
９
月
２１
日
、

小
田
代
集
落
で
「
住
民
説
明

会
」
が
行
わ
れ
、
皆
伐
を
事

業
者
に
指
示
し
た
鹿
児
島
森

林
管
理
署
に
対
し
て
、
今
後

の
災
害
防
止
対
策
を
求
め
る

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
補
聴
器
を
使
用
す

る
こ
と
で
認
知
機
能
の
低
下

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
の
回
答
を
示
し
、
本
市
に

「
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
」

の
導
入
を
求
め
ま
し
た
。

　
１８
歳
以
上
も
含
め
て
、
軽

度
・
中
等
度
難
聴
者
を
対
象

に
し
た
同
制
度
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
は
、
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
の
調
査
で
は
、

4
5
4
自
治
体
（
２５
・
４
％
）

に
広
が
り
、
鹿
児
島
市
と
同

じ
中
核
市
で
は
２２
市
（
３５
・

５
％
）
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
曽
於
市
に
つ
づ
き
、

阿
久
根
市
、
鹿
屋
市
、
志
布

志
市
で
導
入
さ
れ
、
南
さ
つ

ま
市
も
来
年
度
か
ら
実
施
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
党
市
議
は
、
同
制
度
を
導

入
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て

活
用
で
き
る
「
介
護
保
険
保

険
者
努
力
支
援
交
付
金
」
の

評
価
指
標
に
、
２
０
２
５
年

度
か
ら
「
難
聴
高
齢
者
の
早

期
発
見
・
早
期
介
入
」
が
追

加
さ
れ
、
こ
の
交
付
金
を
活

用
し
、
同
制
度
を
導
入
し
て

い
る
山
形
市
の
「
聞
こ
え
く
っ

き
り
事
業
」
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
当
局
か
ら
は
「
同
交

付
金
の
別
事
業
へ
の
活
用
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
高

齢
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す

る
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
は
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
、

国
へ
要
望
し
て
い
る
」
と
の

従
来
通
り
の
答
弁
が
繰
り
返

さ
れ
、
市
当
局
の
消
極
的
な

姿
勢
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。

国
有
林
を
皆
伐
す
る
前
に

住
民
へ
の
説
明
が
な
い

の
は
問
題

認
知
症
予
防
に
役
立
ち

全
国
に
広
が
る

「
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
」を
！

◀9月21日
小田代集落での
住民説明会

放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

一
部
有
料
化
の
中
止
を
！


